
公益財団法人日本レクリエーション協会

レクリエーション・インストラクター
スキルアップ制度解説

まるわかり！



動画の内容

＊レクリエーション・インストラクタースキルアップ制度の概要

＊求められる「実践力」「講師力」「講師育成力」について

＊昇級を目指して！それぞれの申請要件と認定要件について

＊審査会で評価される「実践力」と「講師力」を高めるために



レクリエーション・インストラクタースキルアップ制度とは

レクリエーション・インストラクターが、

「実践力」「講師力」「講師育成力」といった力を高めながら、

それぞれの現場で経験を積み重ねていき、

この3つの力を認定する制度として2018年度からスタート



テキスト『楽しさをとおした心の元気づくり』



現場での経験や学びの積み重ねにより、レクリエーション・インストラクターとして
の各階梯におけるスキルが認められる

60時間の学習を修了

【期待】現場経験を積み重ねる

中級RI

準上級RI

上級RI

●RIとして2年の経験
●1回目の更新時に自動で昇級

レクリエーション・

インストラクター（RI）

準中級RI

● 中級RI認定後1回以上更新
● 認定講習へ参加
● 実践力・講師力の審査（審査会）

● 準上級RI認定後2回以上更新
● 認定講習へ参加
● 実践力・講師力・講師育成力の審査（審査会）

● 準中級RIとして２年以上の経験
● 10回以上の実践経験を申請
● レク支援の理解度の審査

2年以上の経験を積んだ人

【期待】

・実践経験を重ねて実践

力を高め、仲間や同僚

をサポートする

レク支援の基礎的理解がある

と認められ実践経験がある人

【期待】

・多様な実践経験を積み重

ねて「実践力」を高める

・レク支援の方法を広める

経験で「講師力」を高める

５つの階梯

高い「実践力」と「講師力」

を持っていると認められた人

【期待】

・講師にアドバイスをしたり

よりよい講義のための講義

案作成の方法を教授したり

する

高い「実践力」と「講師力」

すぐれた「講師育成力」を

持っていると認められた人

【期待】

・後進の育成

レクリエーション・インストラクタースキルアップ制度



スキルアップ制度における「実践力」

に

を用いて

を行う力

レクリエーション活動

レクリエーション支援の対象者

レクリエーション支援

レクリエーション支援のポイントとなっていることを
実践現場でしっかり体現できる力

レクリエーション・インストラクタースキルアップ制度



「実践力」が発揮される場面は

◆子どもの元気づくりや仲間づくり、高齢者の介護予防教室など
での支援者として



スキルアップ制度における「講師力」

を目指す人や、

支援のスキルを高めたい人に、

を教授する力レクリエーション支援の方法

レクリエーション支援者

受講者自身が、レクリエーションの“楽しさ”や“効果”を実感しながら、

レクリエーションの意義や支援の方法を理解し、それぞれの現場で活

用できるように教授できる力

実技で理論を語ることができる「実践力」も求められる

レクリエーション・インストラクタースキルアップ制度



「講師力」が発揮される場面は

◆レクリエーション・インストラクター養成講座やボランティア
養成講習会、支援者向けの研修（アイスブレーキングセミナー
やホスピタリティセミナーなど）の講師として



「講師育成力」とは

を教授する講師の

を養う力

レクリエーション支援の方法

講師力

自身の「実践力」「講師力」を高め続けながら、「講師力」を高めるた

めの方法を教授したりアドバイスしたりできる力

レクリエーション・インストラクタースキルアップ制度



「講師育成力」が発揮される場面は

◆講師向け研修（講師トレーニング）での講師として



【講師力】を発揮して、
支援の方法を広めたり、
レク・インストラク
ターを養成したりする
レク支援の方法や、
レク支援の意義が広まる

【講師育成力】を発揮
して、講師を養成する
講師トレーニング
講師へのアドバイス

【実践力】を発揮し
て、さまざまな現場
で、レク・インスト
ラクターが活躍
レク（支援）の普及

レクリエーション・インストラクタースキルアップ制度

レクリエーション
支援の
意義や価値が広まる

仲間が増える
ニーズが高まる



スキルアップ制度
昇級に必要な「申請要件」と「認定要件」



スキルアップ制度
昇級に必要な「申請要件」と「認定要件」

●中級レク・インストラクターから準中級レク・インストラクターへ

自動で昇級

●準中級レク・インストラクターから中級レク・インストラクターへ

■申請要件

１０回以上の現場経験（種類や時間は問わない）

■認定要件

１０回以上の経験を申告

レク支援に対する理解度の審査に合格

（web審査あり）



準中級レク・インストラクターの皆さんが、
中級レク・インストラクターを目指して取組みたいこと

１．実践経験を積み重ねましょう

支援の現場で経験を積み重ねながら、「実践力」を

高めていきましょう

２．職場や地域でレクリエーション支援の方法を広めましょう

身近な職場や地域でレクリエーション支援を行う際、

仲間をサポートしながら、レクリエーション支援の方法

を広めていきましょう



スキルアップ制度
昇級に必要な「申請要件」と「認定要件」

●中級レク・インストラクターから準上級レク・インストラクターへ

■申請要件

支援者向け研修への参加 ２回以上

講師向け研修への参加 １回以上

講師または講師補助 ２回以上の経験

■認定要件

認定講習に参加する

実践力、講師力の審査を受け合格する



１．実践経験を積み重ねましょう

支援の現場で「実践力」を発揮し、できるだけ多様な場面

（さまざまな目的や対象者）を経験しながらスキルを高

めましょう

２．支援者向け研修に参加しましょう

都道府県レクリエーション協会で支援者研修を実施して

いたらぜひ参加しましょう

「レクぽ」でもさまざまな研修動画を配信しています

中級レク・インストラクターの皆さんが、
準上級レク・インストラクターを目指して取組みたいこと



３．講師目線で支援者研修に参加してみましょう

支援者研修に参加して、講師の意図しているところや

講師の技術を習得しましょう

４．講師補助を経験しましょう

講師の補助をさせてもらえる機会があれば、積極的に

研修のテーマや目的を理解し、講師との打ち合わせを経て

臨みましょう

中級レク・インストラクターの皆さんが、
準上級レク・インストラクターを目指して取組みたいこと



５．講師向け研修（講師トレーニング）に参加しましょう

講師としての心構えや講義法、研修プログラム案（講義案）の

立て方を学び、模擬講義で研鑽を積みましょう

６．講師の経験をしてみましょう（人に支援の方法を教える）

職場の仲間へレク支援の方法を伝える経験から

都道府県レクリエーション協会が実施する研修への参加、

スタッフとしてのかかわり、さらには講師としての機会に挑戦

一度相談してみましょう

中級レク・インストラクターの皆さんが、
準上級レク・インストラクターを目指して取組みたいこと



準上級レクリエーション・インストラクターへの
申請要件である支援者研修とは（２回以上参加）

◆都道府県レクリエーション協会などが実施する支援者向け研修

アイスブレーキングセミナー／福祉レクリエーションセミナー

／ホスピタリティセミナー／支援技術を活かしたレク活動の展

開法 など

＊都道府県レクリエーション協会のHPを検索したり、電話で

尋ねてみたりしましょう！

◆日本レクリエーション協会「レクぽ」では研修動画を配信中



準上級レクリエーション・インストラクターの申請要件である「支援者研修への参加」に該当
視聴した研修動画のタイトル、視聴日、得たことなどを記録（中級ハンドブックの活用を）



申請要件である講師向け研修とは（１回以上参加）

◆日本レクリエーション協会や都道府県レクリエーション

協会が実施する講師向けの研修（講師トレーニング）

自身の「実践力」を活かして、

レクリエーション支援の方法を

学ぶ人へ教授するための講義法

を学ぶ

研修プログラム（講義案）作成、

模擬講義などを実施



申請要件である講師はまたは講師補助とは（２回以上経験）

講師補助

◆メインの講師の補助として、自身も講師の目線で準備し、

講師の意図を汲みながら必要に応じた役割を担う

メインの講師と打ち合わせ、サポートするなかで学びを深める

講師

◆職場や地域でレクリエーション支援の方法を教授してみるほか、

都道府県レクリエーション協会の研修で講師をすることが

できないか尋ねてみて、できそうだったらチャレンジしてみる

※それぞれの協会で講師の条件があるので事前に調べましょう



準上級レクリエーション・インストラクターへ
昇級するための認定講習と審査会

■認定講習とは

レクリエーション運動の現状について確認する講習

オリエンテーション

■審査会とは

事前審査課題をもとにした実演及び面接

実践力の審査→支援プログラム案から２つの活動を実演

講師力の審査→研修プログラム案（講義案）をもとに

した面接（ねらいや方法などの聞き取り）



昇級に必要なスキル 【実践力】審査課題
目的や対象者に合わせた支援プログラム案の作成

①場面の想定

②目的・目標の設定

③アイスブレーキング・モデルに沿ったプログラミング

④支援技術を活用した手順

⑤留意点・想定する様子



支援プログラム案のイメージ



昇級に必要なスキル 【講師力】審査課題
研修プログラム案（講義案）の作成

①研修概要の整理

②ポイントの整理

③プログラムの柱立て

④項目・内容（進め方）

⑤留意点

※担当する単元の内容をわかりやすく教授

※テキスト、インタビュー、ディスカッションを活用すること



昇級に必要な
研修プログラム案（講義案）のイメージ



スキルアップ制度
昇級に必要な「申請要件」と「認定要件」

●準上級レク・インストラクターから上級レク・インストラクターへ

■申請要件

十分な講師経験がある／講師育成の経験がある

■認定要件

多様なクライアントのニーズに柔軟に応えることができる実践力

支援者研修など多様なニーズに対応する講師力

職場、地域、都道府県レク協会等が実施する支援者研修やレクリエ

ーション・インストラクター養成講座等の講師を育成したり、講師に

助言したりできる講師育成力



スキルアップで昇級するには、
まずは確かな「実践力」が必要！

＊現行カリキュラムにおけるレクリエーション支援の
方法を良く理解すること

＊アイスブレーキング・モデルに沿ったプログラムの
立案ができること

＊レクリエーション支援の方法を活用して、実践現場を
重ねること



レクリエーション活動例

参考


